
1. 千框棚田の変遷

千框（せんがまち）棚田は静岡県牧ノ原台地の西斜

面に位置し，この地では傾斜地形を利用して棚田が形

成されてきた（写真-1）。千框棚田の由来は，千枚の

田んぼからなる棚田を意味している。この地に棚田に

よる水稲栽培がはじめられたのは約 400 年前といわ

れている1)。最盛期の昭和 40 年代には大小さまざま

な形状からなるおおよそ3,000 枚の水田が10 ha にも

達し，米の生産量も年間30 t 程度であった。しかし，

昭和 50 年代にはいると，生産効率の悪さに加えて，

減反政策，農家の高齢化と農業就農者の減少が重な

り，一時は9割の棚田が耕作放棄されたが，現在では

3.5 ha 程度の水田が保全されている（写真-2)2)。

時代が平成に変わると，地域住民により「千枚田を

考える会」が設立し，千框棚田の再生活動がはじまっ

た。その活動がみのり，平成 11 年には静岡県の棚田

等十選に認定され，平成22 年からNPO法人「せんが

まち棚田倶楽部」が設立されて千框棚田の保全運動が

積極的に行われている。現在では棚田オーナー制度に

よって水田での農業体験を実施しており，春の田植え

準備・田植え・草刈り・稲刈りを通じて多くの人々が

訪れる活気ある地域としてメディアなどでも頻繁に取

り上げられるまでに成長をしている。

2. 牧ノ原台地における茶と米の栽培

牧ノ原台地は，日本でも有数の茶の一大生産地であ

る。この地で茶の集団栽培がはじめられて 100 年程

度が経つ。牧ノ原台地の気候は茶の栽培に適していた

が，水源を持たない台地において茶の生産に必要な水

の確保は欠かせないものであり，畑地灌漑は農家に

とって切実な願いであった。そして，昭和 53 年から

国営事業が実施されてファームポンドなどの水利施設

が整備され，現在では指折りの茶の生産地となってい

る（写真-3）。そして，茶園地からの流出水を再利用

することで，下流域に位置する千框棚田では水稲栽培

が行われている。

3. 千框棚田における環境保全活動

茶葉の栽培を主体とする茶の栽培には大量の窒素が

必要であり，茶の品質保持のために年間600 kg/ha 程

度の窒素が茶園地に投入されている3)。茶園地に投入
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写真-1 千框棚田（静岡県菊川市）

写真-2 棚田の風景

写真-3 千框棚田上流にある牧ノ原台地の茶園地



されたこれらの窒素の一部が排水河川に流出してお

り，排水河川の水を灌漑用水として利用している千框

棚田にも，高濃度の窒素を含む用水が供給されてい

る。そのため，棚田では元肥，追肥の作業は一切行っ

ていない。上流にある茶園地からの余剰窒素のみを活

用して稲作が行われている。その影響から，棚田を流

下する水の窒素濃度は流下する過程で濃度が低下し，

棚田の保全活動が水質保全にも大きく寄与している。

また，千框棚田は動植物の生息空間としての機能も

有している。ここでは，ニホンアカガエルをはじめ，

両生類，は虫類，小型魚類の貴重な生息空間を提供し

ており，棚田の再生によって，生息する動植物の種類，

生息数が改善されている。このことから，保全活動が

生物多様性・生態系サービスの保全に大きく寄与して

いる。

4. 千框棚田における農業農村工学の施設

千框棚田には，農業農村工学的な施設が多く存在す

る。水路にはメダカなどの小型魚類を対象とした魚道

が設置されている（写真-4）。また，下流にはどんぶ

ちとよばれる池があり，水田に水を湛水しない時期で

も水生生物が生息できる空間を提供している。そのほ

かにも，ワンドや水質適正化水路（写真-5）などの施

設があり，農林水産省関東農政局が主体となって農業

農村工学による環境保全技術を間近に学ぶことができ

る空間も提供している。

前述のように，千框棚田には棚田オーナー制度など

で年間を通じて多くの人々が訪れるので，農業農村工

学の重要性を知るためにも重要な地区として認識され

ている。読者の皆様にも機会がありましたら是非訪れ

ていただきたいと願っています。
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写真-4 排水路に設けられた小型階段式魚道

写真-5 水質適正化水路による環境啓発活動


